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ちゅうけんだより

第
１
３
３
回
通
常
組
合
会
が
７
月
14
日
か
ら

15
日
に
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告

と
歳
入
歳
出
決
算
状
況
が
全
議
案
と
も
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

ま
た
、
議
事
終
了
後
に
は
令
和
８
年
度
功
労

者
等
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度

事
業
報
告・決
算
が
組
合
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た

♦
組
合
員

令
和
７
年
度
末
の
組
合
員
数

�

11
万
９
０
０
５
人

�

（
前
年
度
比
２
７
８
６
人
減
）

♦
家
族

令
和
７
年
度
末
の
家
族
数

�

12
万
９
２
５
６
人

�

（
前
年
度
比
６
３
７
０
人
減
）

１
世
帯
あ
た
り
の
家
族
数

�

年
間
平
均
１
・
09
人

保
険
料
が
賦
課
さ
れ
な
い
３
歳
未
満
及
び

６
人
目
以
上
の
家
族�

９
３
６
５
人

�

（
全
家
族
数
の
７
・
25
％
）

♦�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
者

令
和
７
年
度
中�

４
１
１
１
人

※�

た
だ
し
、
家
族
に
つ
い
て
は
、
組
合
員

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
に

よ
る
資
格
喪
失
を
含
む

♦
組
合
特
定
被
保
険
者

令
和
７
年
度
末�

７
万
７
０
７
２
人

年
間
平
均�

７
万
６
７
２
０
人

�

（
全
被
保
険
者
に
占
め
る
割
合
は

�

30
・
52
％
で
毎
年
増
加
）

♦
機
関
会
議
等

通
常
組
合
会
、理
事
会
、三
役
会
、予
算
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
監
事
に
よ
る
本
部

の
内
部
監
査
は
中
間
監
査
が
２
回
、
決
算
監

査
が
１
回
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
監
事
及

び
本
部
監
査
事
務
局
に
よ
る
支
部
及
び
出
張

所
へ
の
監
査
を
予
定
通
り
実
施
し
ま
し
た
。

♦
事
務
指
導
等

支
部
事
務
局
長
会
議
、
支
部
職
員
研
修

会
、
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
支
部
が
実
施
す
る
事
務
研
修
会
等
に

お
い
て
講
師
の
派
遣
を
要
請
さ
れ
た
際
に
は

本
部
職
員
が
出
席
し
、制
度
の
周
知
を
図
り
、

中
建
国
保
の
事
業
運
営
へ
の
協
力
を
要
請
し

ま
し
た
。

♦
そ
の
他

東
京
都
に
よ
る
指
導
検
査
は
本
部
及
び
支

部
に
て
行
わ
れ
、
概
ね
良
好
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

令
和
６
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
組
合

員
の
職
種
及
び
種
別
の
調
査
を
終
了
し
ま
し

た
。ま
た
、課
税
標
準
額
調
査
を
実
施
し
、国

へ
報
告
し
ま
し
た
。

２
被
保
険
者
の
状
況

１
事
業
執
行
状
況
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♦
全
体
の
状
況

令
和
７
年
度
１
年
間
の
保
険
給
付

件
数�

３
３
７
万
２
７
２
３
件

給
付
額�
４
８
２
億
８
７
３
万
円

�

（
前
年
度
よ
り
１
人
あ
た
り

�
月
額
１
５
９
円
増
）

【
詳
細
】

♦
療
養
の
給
付

皆
さ
ん
が
病
院
や
薬
局
等
を
受
診
し
た
際

に
、
自
己
負
担
額
を
除
い
た
費
用
を
中
建
国

保
が
負
担
し
ま
し
た
。

件
数�

３
２
０
万
８
７
３
１
件

支
払
義
務
額�

４
０
７
億
２
８
７
２
万
円

♦
療
養
費

皆
さ
ん
が
保
険
診
療
を
扱
う
整
骨
院
・
接

骨
院
に
か
か
っ
た
際
や
治
療
用
補
装
具（
コ

ル
セ
ッ
ト
）を
作
成
し
た
際
等
に
、自
己
負
担

額
を
除
い
た
費
用
を
後
日
払
い
戻
し
ま
し
た
。

件
数�

７
万
９
６
２
７
件

支
給
額�

４
億
１
６
１
９
万
円

♦
高
額
療
養
費

同
一
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

分
を
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

５
万
２
９
５
３
件

支
給
額�

48
億
６
６
１
４
万
円

♦
高
額
介
護
合
算
療
養
費

令
和
７
年
度
は
支
給
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

♦
償
還
金

70
歳
未
満
の
組
合
員
の
医
療
費
が
、
１
つ

の
病
院
等
で
１
ヵ
月
１
万
７
５
０
０
円
を
超

え
た
と
き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

２
万
３
３
５
９
件

支
給
額�

６
億
３
６
３
６
万
円

♦
傷
病
手
当
金

組
合
員
が
病
気
等
で
５
日
以
上
連
続
し
て

仕
事
を
休
ん
だ
と
き
に
、
入
院
50
日
、
入
院

外
50
日
ま
で
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

６
１
９
８
件

支
給
額�

８
億
７
８
５
２
万
円

♦
出
産
育
児
一
時
金

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
に
１
子
に
つ
き

50
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�

１
２
７
３
件

支
給
額�
６
億
３
６
４
２
万
円

♦
出
産
手
当
金

組
合
員
が
出
産
の
た
め
仕
事
を
休
ん
だ
と

き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数�
72
件

支
給
額�

１
４
１
５
万
円

♦
葬
祭
費

被
保
険
者
が
亡
く
な
り
葬
祭
を
行
っ
た
と

き
に
支
給
し
ま
し
た
。

件
数（
組
合
員
・
家
族
計
）�

５
１
０
件

支
給
額�

３
２
２
４
万
円

♦
健
診
・
保
健
指
導
に
関
す
る
事
業

基
本
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診

を
組
み
合
わ
せ
た
集
団
健
診
を
中
心
に
実
施

し
、
健
診
結
果
の
数
値
の
改
善
が
必
要
な
40

歳
以
上
の
希
望
者
に
保
健
指
導
を
実
施
し
ま

し
た
。

健
診
に
対
す
る
補
助

受
診
者
数�

９
万
７
０
９
８
人

受
診
率　
特
定
健
診�

57
・
75
％

　
　
　
　
一
般
健
診�

41
・
34
％

補
助
総
額�

12
億
４
１
７
５
万
円

保
健
指
導
に
対
す
る
補
助

件
数�

９
５
６
５
件

補
助
額�

９
３
８
５
万
円

♦
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

予
防
接
種
を
受
け
た
方
に
１
回
２
０
０
０

円
を
年
度
に
つ
き
２
回
ま
で
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

２
万
４
１
６
７
件

補
助
額�

４
８
３
３
万
４
０
０
０
円

♦
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
補
助

市
区
町
村
が
実
施
す
る
定
期
接
種
を
受
け

た
方
に
１
回
２
０
０
０
円
を
補
助
し
ま
し
た
。

件
数�

１
１
７
件

補
助
額�

23
万
４
０
０
０
円

♦
保
養
施
設
利
用
者
へ
の
補
助

契
約
保
養
施
設
に
宿
泊
し
た
方
に
１
泊
分

３
０
０
０
円
の
補
助
を
し
ま
し
た
。

利
用
者
数�

４
６
７
０
人

補
助
額�

１
４
０
１
万
円

♦
健
康
・
体
力
づ
く
り
事
業

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
疾
病
予
防
の
講
演
等
、

被
保
険
者
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
内
容
を

支
部
・
出
張
所
が
企
画
し
、実
施
し
ま
し
た
。

会
場
数�

３
１
０
会
場

参
加
者
数�

１
万
３
８
３
８
人

♦
健
康
家
庭
祝
金
の
支
給

１
年
間
病
院
等
に
か
か
ら
ず
、
組
合
員
が

健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る
世
帯
を
対
象
に

祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。�

対
象
世
帯
数�

４
５
３
１
世
帯

支
給
額�

４
５
３
１
万
円

♦
在
宅
介
護
支
援
住
宅
改
修
の
補
助

令
和
７
年
度
は
支
給
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

♦
中
建
国
保
の
学
習
会

資
格
確
認
書
等
の
交
付
と
と
も
に
、
医
療

保
険
制
度
や
事
業
運
営
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

会
場
数�

７
２
４
会
場

出
席
世
帯
数�

６
万
６
６
１
３
世
帯

♦
健
康
相
談
室

♦
中
建
国
保
だ
よ
り
の
発
行

♦
便
利
帳
の
発
行

♦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

♦
季
節
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

４
保
健
事
業
・
趣
旨
普
及
事
業

３
保
険
給
付
の
状
況
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♦
レ
セ
プ
ト
の
点
検
状
況

レ
セ
プ
ト
点
検
を
効
果
的
に
行
い
、
被
保
険
者
資
格
の
誤

り
等
に
よ
る
過
誤
調
整
や
、
交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為

は
加
害
者
側
へ
請
求
を
行
う
こ
と
で
医
療
費
の
節
約
に
努
め

ま
し
た
。

点
検
の
結
果
、減
額
す
る
こ
と
が
で
き
た
医
療
費

�

９
億
１
７
３
万
円

�

（
１
人
あ
た
り
３
５
８
７
円
の
財
政
効
果
）

♦�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

減
額
差
額
通
知
の
送
付

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
負
担
額
の

軽
減
が
期
待
で
き
る
方
を
対
象
に
、

年
２
回
個
別
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し

ま
し
た
。

♦
医
療
費
の
お
知
ら
せ
の
送
付

ご
自
身
の
医
療
費
の
総
額
を
知

り
、
健
康
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
令
和
８
年
１
月
に
送

付
し
ま
し
た
。

♦
職
業
病（
ア
ス
ベ
ス
ト
）対
策
事
業
の
取
り
組
み

再
読
影
の
状
況

40
歳
以
上
の
組
合
員
と
60
歳
以
上
の
家
族
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
を
再
読
影
し
た
費
用
を
中
建
国
保
が
負
担
し
ま
し
た
。

件
数�

３
万
９
５
４
６
件

労
災
認
定
に
よ
る
医
療
費
の
調
整

中
建
国
保
が
支
払
っ
た
医
療
費
の
う
ち
、
９
件
２
０
９
９

万
円
を
労
災
保
険
か
ら
の
給
付
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

【
歳
入
】

◆
保
険
料

国
民
健
康
保
険
料
は
組
合
員
数
及
び

家
族
数
が
予
算
人
数
を
下
回
り
、
予
算

額
か
ら
３
億
３
３
０
０
万
円
の
歳
入
減

と
な
り
ま
し
た
。

◆
国
か
ら
の
補
助
金（
国
庫
支
出
金
）

医
療
費
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
療
養

給
付
費
等
補
助
金
の
う
ち
、
定
率
分
補

助
金
は
、
２
年
度
ぶ
り
に
本
来
交
付
さ

れ
る
べ
き
額
を
下
回
り
ま
し
た
。減
額
さ

れ
た
分
は
令
和
７
年
度
の
医
療
費
実
績

が
確
定
し
た
後
、
８
年
度
中
に
追
加
交

付
と
な
り
ま
す
。財
政
力
に
応
じ
て
交
付

さ
れ
る
普
通
調
整
補
助
金
は
、
課
税
標

準
額
調
査
の
影
響
を
厳
し
く
見
込
ん
だ

結
果
、
決
算
見
込
を
37
億
３
０
０
０
万

円
上
回
る
交
付
額
と
な
り
ま
し
た
。特
別

調
整
補
助
金
は
医
療
費
適
正
化
等
の
取

り
組
み
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
保
険
者

機
能
強
化
分
や
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
分
に
加
え
て
、
産
前
産
後
期
間
の
保

険
料
軽
減
措
置
に
か
か
る
保
険
料
減
免

分
と
し
て
２
８
０
０
万
円
、未
就
学
児
の

保
険
料
軽
減
分
と
し
て
２
億
６
０
０
万

円
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。一
方
で
、特
定

健
康
診
査
・
保
健
指
導
補
助
金
は
、全
国

保
組
合
の
交
付
申
請
額
が
国
の
予
算
額

を
上
回
っ
た
た
め
、
１
億
１
６
０
０
万

円
の
交
付
申
請
に
対
し
、
８
５
０
０
万

円
へ
減
額
修
正
さ
れ
ま
し
た
。子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
費
補
助
金
は
、シ
ス

テ
ム
改
修
費
用
等
に
対
し
、支
部
・
出
張

所
分
を
含
め
て
交
付
申
請
し
た
全
額
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
補
助
金
全
体
で
は

当
初
予
算
を
38
億
６
７
０
０
万
円
上
回

る
交
付
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

◆
保
険
給
付
費

病
院
や
薬
局
等
の
医
療
費
で
あ
る
療

養
給
付
費
は
、予
算
を
や
や
多
く
見
込
ん

だ
こ
と
と
被
保
険
者
数
減
少
に
よ
り
予
算

内
に
収
ま
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、被

保
険
者
１
人
あ
た
り
の
平
均
月
額
は
６
年

度
よ
り
も
１
１
５
円
上
回
り
ま
し
た
。ま

た
、高
額
療
養
費
及
び
償
還
金
は
予
算
額

を
上
回
り
、１
件
あ
た
り
の
平
均
支
給
額

も
６
年
度
と
比
べ
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

医
療
の
高
度
化
や
高
額
薬
剤
等
の
影
響

が
続
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。保
険

給
付
費
全
体
で
は
４
８
５
億
５
３
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
国
へ
の
拠
出
金

後
期
高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納
付
金

等
、
国
へ
納
め
る
拠
出
金
に
つ
い
て
も

６
年
度
の
支
出
額
を
上
回
り
、
歳
出
総

額
の
う
ち
保
険
給
付
費
に
次
い
で
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

【
決
算
剰
余
金
】

７
年
度
の
決
算
剰
余
金
は
90
億
６

６
０
０
万
円
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
８
年
度
予
算
で
繰
越
金
と
し

て
計
上
し
て
い
る
56
億
７
４
０
０
万

円
を
上
回
る
33
億
９
２
０
０
万
円
に

つ
い
て
は
、
事
務
費
負
担
金
等
の
返

還
に
備
え
て
８
年
度
へ
繰
り
越
す
分

を
除
き
、
８
億
円
を
特
別
積
立
金
へ
、

２
億
９
７
０
０
万
円
を
給
付
費
等
支
払

準
備
金
へ
積
み
増
し
し
ま
す
。
ま
た
、

本
部
事
務
所
修
繕
積
立
金
、
電
算
シ
ス

テ
ム
改
修
積
立
金
、
財
政
調
整
積
立
金

へ
そ
れ
ぞ
れ
積
み
増
し
を
行
い
ま
す
。

【
法
定
積
立
金
の
保
有
状
況
】

令
和
７
年
度
は
法
定
積
立
金
で
あ

る
特
別
積
立
金
に
14
億
７
７
０
０
万

円
、
給
付
費
等
支
払
準
備
金
に

６
億
８
０
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
積

み
増
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
７

年
度
末
の
保
有
額
は
特
別
積
立
金
が

73
億
７
８
０
０
万
円
、
給
付
費
等
支
払

準
備
金
は
30
億
７
４
０
０
万
円
と
な

り
、法
定
必
要
額
に
対
す
る
保
有
率
は
、

特
別
積
立
金
が
１
３
２
・
33
％
、
給
付

費
等
支
払
準
備
金
は
１
４
１
・
00
％
と

な
り
ま
し
た
。

５
レ
セ
プ
ト
点
検
・
医
療
費
節
約
対
策

６
財
政
運
営
の
状
況

対象月 送付
人数

切り替え
人数

４月
診療分 437人 92人

11月
診療分 457人 39人

対象
診療年月 世帯数

令和６年
11月〜
令和７年
10月

10万
7,018
世帯

中建国保だより　令和８年９月１日発行　第三種郵便物認可
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表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
中
建
国
保
の
事
業
運
営
に
多
大
な
貢

献
を
い
た
だ
い
た
1
1
0
名
の
役
職
員
と
団
体
表
彰
と
し
て
福
島
県
支
部

新
白
河
出
張
所
の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
診
査
受
診
率
向
上

に
向
け
た
各
支
部
の
努
力
に
敬
意

を
表
し
、直
近
の
確
報
値
で
あ
る
、

令
和
６
年
度
特
定
健
診
受
診
率

（
法
定
報
告
）の
全
支
部
平
均
受
診

率
60
・
23
％
を
上
回
っ
た
支
部
の

う
ち
、
５
年
度
受
診
率
か
ら
の
伸

び
率
が
高
い
５
支
部（
青
森
県
、奈

良
建
築
、秋
田
県
、大
分
県
、茨
城

県
）に
感
謝
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

７

［�

１
世
帯
あ
た
り

�

月
額
に
よ
る
収
支
の
内
訳
］

財
産
に
関
す
る
調
書

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
！

※剰余金（歳入歳出差し引き残高）：9,066,424,555円

令和７年度決算の状況
（歳入）� （単位：円）

内　訳  決算額
 １ 国民健康保険料 49,113,343,300
 ２ 使用料及び手数料 ０
 ３ 国庫支出金 40,689,189,377
 ４ 前期高齢者交付金 ０
 ５ 出産育児交付金 18,798,778
 ６ 都支出金 79,718,996
 ７ 共同事業交付金 2,039,317,000
 ８ 財産収入 35,506,920
 ９ 寄付金 ０
10 繰入金 ０
11 繰越金 3,895,938,000
12 諸収入 164,568,680

歳入合計 96,036,381,051

（歳出）� （単位：円）

内　訳  決算額
 １ 組合会費 24,823,149
 ２ 総務費 3,723,878,030
 ３ 保険給付費 48,552,773,392
 ４ 後期高齢者支援金等 18,759,003,241
 ５ 前期高齢者納付金等 3,416,395,606
 ６ 介護納付金 7,653,343,258
 ７ 流行初期医療確保拠出金等 ０
 ８ 共同事業拠出金 2,111,627,000
 ９ 保健事業費 1,605,852,136
10 積立金 819,873,509
11 諸支出金 302,387,175
12 予備費 ０

歳出合計 86,969,956,496

◆財産目録� （単位：円）

区　分 金　額
１ 土地及び建物 1,962,885,708
２ 物品 1,279,500
３ 積立金 13,471,021,278
特別積立金 7,378,088,569
給付費等支払
準備金 3,073,699,892

退職積立金 400,179,485
本部事務所修繕
積立金 100,188,921

電算システム
改修積立金 703,606,442

財政調整積立金 1,805,046,422
本部事務所建設
積立金 ０

周年事業積立金 10,011,547
投資及び出資金 200,000

その他の収入
4,319円�
（6.49％）

国庫支出金�
 28,193円�
 （42.37％）

保険料
34,030円
（51.14％）

剰余金6,282円

前期高齢者納付金
2,367円（3.93％）

介護納付金
5,303円（8.80％）

保健事業費
1,113円（1.85％）

総務費2,580円（4.28％） その他の支出
2,257円�
（3.74％）

後期高齢者
支援金
　12,998円
　（21.57％）

保険給付費
 33,642円
（55.83％）

歳入
66,542円

歳出
60,260円
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被保険者の皆様に、大切なお知らせです

長
期
に
わ
た
り
、整
骨
院
・
接
骨
院
で 

施
術
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ 

ご
案
内
を
お
届
け
し
ま
す

長
期
に
わ
た
り
、
整
骨
院
・
接
骨
院
で
施
術
を
受
け
て
も

症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、原
因
が
他
の
病
気
に
あ
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
令
年
７
年
４
月
か
ら

８
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
に
７
ヵ
月
以
上
の
長
期
に
わ
た
り

施
術
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、痛
み
の
原
因
を
改
め
て
確
認

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ご
案
内
を
９
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

重
症
化
予
防
の
た
め
、痛
み
の
原
因
を
も
う
一
度
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

お
詫
び
と
訂
正

中
建
国
保
だ
よ
り
５
月
号
の
７
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た「
令
和
８
年
８
月
よ
り
高
額
療
養

費
制
度
が
見
直
し
と
な
り
ま
す
」に
つ
き
ま
し

て
、次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
訂
正
い
た
し

ま
す
。

【
訂
正
箇
所
】

「
令
和
８
年
８
月
か
ら
の
自
己
負
担
限
度
額
」

【
70
歳
未
満
】の
表
の
欄
外
、注
意
書
き
に
つ
い
て

（
誤
）

※�「
96
万
円
未
満（
旧
た
だ
し
書
き
所
得
）」区

分
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合

は
、年
間
上
限
41
万
円
を
適
用
。

（
正
）

※�「
86
万
円
未
満（
旧
た
だ
し
書
き
所
得
）」区

分
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合

は
、年
間
上
限
41
万
円
を
適
用
。

健診講座！看護師の卵

ののりみ

● �保険料の免除を受けるとき　被災された方は以下の書類を提出します。
　①�保険料徴収猶予または減免に関する申請書（記号番号、氏名、住所、免除を受ける理由等を記載）
　②�り災証明等免除の理由を証明する書類（消防署、地方自治体などの公的機関発行の証明書）

被災された方に保険料の免除を行っています
被害区分 免除額 災害救助法の適用市町村

全焼または全壊
及び全部冠水 保険料3ヵ月分 ・	 �令和８年６月24日からの大雨�

福岡県、鹿児島県の一部市町村
・	 �令和８年７月滋賀県甲賀市の土砂崩れ
・	 �令和８年熊本地震
	 �熊本県の一部市町村

「内閣府防災情報のページ」はこちら→

半焼または半壊､
床上1m以上の冠水

保険料2ヵ月分
※�右記の災害救助法の適用市町村に住所を
有する組合員のみ保険料3ヵ月分を免除

床上1m未満の冠水 保険料1ヵ月分
※4ヵ月目以降については、国保組合に対する国の財政支援の考え方、免除措置の延長の通達などが出された段階で改めて検討します。

中建国保だより　令和８年９月１日発行　第三種郵便物認可
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ア
ス
ベ
ス
ト

に
よ
る

健
康
被
害

建
設
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
は
誰
で
も
、
ア
ス

ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、吸
引
し
て
す
ぐ
に
肺
の
病
変
が
現
れ

る
の
で
は
な
く
、数
十
年
と
い
う
長
い
期
間
を
経
て
様
々

な
肺
の
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

健
康
被
害
を
少
し
で
も
早
く
発
見
す
る
こ
と
が
、
健
康

や
生
活
を
守
る
た
め
に
必
要
で
す
。そ
の
た
め
、胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
再
読
影
は
毎
年
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

令
和
７
年
度
に
中
建
国
保
で
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
労

災
認
定
を
受
け
た
組
合
員
は
12
人
、
労
災
保
険
か
ら
中

建
国
保
に
戻
っ
て
き
た
医
療
費
は
２
０
９
９
万
円
で

す
。
労
災
認
定
さ
れ
る
と
療
養
補
償（
医
療
費
）・
休
業

補
償
な
ど
が
労
災
保
険
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
引
し
た
恐
れ
が
あ
り
、呼
吸
困
難
、

咳
、
胸
痛
な
ど
の
症
状
が
出
て
心
配
な
方
や
、
労
災
認

定
等
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
所
属
す
る
組
合
ま
た
は
全

建
総
連
労
働
対
策
部
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い（
補
償
の
内

容
や
認
定
条
件
に
つ
い
て
は
、
所
属
さ
れ
て
い
る
組
合

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

1
．変
更
点

❶ 

在
留
カ
ー
ド

新
し
く
発
行
さ
れ
る
在
留
カ
ー
ド

に
は
、
従
来
の
カ
ー
ド
の
券
面
に
記

載
さ
れ
て
い
た
次
の
項
目
の
記
載
が

あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ー
ド
の
中
の
I
C

チ
ッ
プ
に
情
報
が
入
っ
て
い
ま
す
。

●
在
留
期
間（「
１
年
」「
３
年
」な
ど
）

●
許
可
の
種
類

●
許
可
年
月
日

●
交
付
年
月
日

❷ 

特
定
在
留
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
在
留

カ
ー
ド
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
カ
ー
ド

の
こ
と
で
す
。
希
望
者
に
対
し
発
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。

中
建
国
保
で
は
、外
国
籍
の
方
が
加
入
す
る
と
き
に
在
留
カ
ー
ド
や
特
別
永
住
者
証
明
書
の
写
し
を
提
出
し
て
も
ら
い
、

在
留
資
格
や
在
留
期
間
等
を
確
認
し
て
い
ま
す
。ま
た
、在
留
期
限
に
達
す
る
と
き
は
、在
留
期
間
を
更
新
し
た
こ
と
が
わ

か
る
在
留
カ
ー
ド
の
写
し
ま
た
は
住
民
票
を
提
出
し
て
も
ら
い
、被
保
険
者
資
格
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

在
留
カ
ー
ド
等
は
出
入
国
在
留
管
理
庁（
入
国
管
理
局
）か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
が
、令
和
８
年
６
月
14
日
よ
り
新
し
い
様

式
へ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

2
．�中
建
国
保
で
の

取
り
扱
い

新
様
式
の
在
留
カ
ー
ド
に
は
在

留
期
間
等
の
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
在
留
資
格
」及
び「
在
留
期

間
の
満
了
日
」の
記
載
に
よ
り
、在

留
期
間
等
を
更
新
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
、在
留
期

間
を
更
新
し
た
と
き
は
、こ
れ
ま
で

ど
お
り
在
留
カ
ー
ド
の
写
し（
両

面
）を
中
建
国
保
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
６
月
13
日
以
前
に
発
行

さ
れ
た
在
留
カ
ー
ド
は
、
カ
ー
ド

に
記
載
さ
れ
て
い
る「
有
効
期
間
満

了
日
」ま
で
有
効
で
す
。

外
国
人
被
保
険
者
の
在
留
期
間
等
の
確
認
に
つ
い
て

新しい「在留カード」「特定在留カード」

〈見本〉出入国在留管理庁「新様式在留カード等リーフレット」より

中建国保だより　令和８年９月１日発行　第三種郵便物認可
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小
さ
な
体
か
ら
大
き
な
愛
！

ル
ル
は
怖
が
り
で
す
が
、と
て
も
優
し
い

性
格
で
す
。ソ
フ
ァ
に
座
れ
ば
隣
に
来
て
寄

り
添
っ
て
く
れ
た
り
、「
な
で
て
」と
言
う

よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
り
し
ま
す
。家

族
皆
に
分
け
隔
て
な
く
愛
情
を
注
い
で
く

れ
る
そ
の
姿
に
、い
つ
も
癒
や
さ
れ
て
い
ま

す
。一
方
で
寂
し
が
り
屋
な
一
面
も
あ
り
ま

す
。家
族
の
誰
か
一
人
で
も
姿
が
見
え
な
く

な
る
と
、そ
わ
そ
わ
し
な
が
ら
家
の
中
を
歩

き
回
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
ど
こ
に
行
っ
た

の
？
」と
言
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
遠
吠
え

を
し
て
呼
び
戻
そ
う
と
し
ま
す
。そ
の
様
子

が
お
か
し
く
て
、皆
で
笑
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、家
族
が
帰
宅
し

た
時
に
は「
遅
か
っ
た
よ
！
」と
言
わ
ん
ば

か
り
に
、小
さ
な
体
か
ら
は
想
像
で
き
な
い

ほ
ど
大
き
な
声
で
吠
え
て
出
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
は
、
と
て
も
賑
や
か
で

す（
笑
）。

笑
顔
の
日
々
を
こ
れ
か
ら
も

ル
ル
が
わ
が
家
に
来
て
か
ら
、家
族
が
自

然
と
ル
ル
の
周
り
に
集
ま
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。犬
は
言
葉
を
話
せ
ま
せ
ん
が
、ル

ル
は
毎
日
の
行
動
や
表
情
で
た
く
さ
ん
の

愛
情
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
家
族
の
一
員
と
し
て
元
気

に
長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
わ

が
家
の
ア
イ
ド
ル
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
笑
顔
を
届
け
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。【

文
：
本
人
／
協
力
：
山
脇 

曜
子 

通
信
員
】

き
っ
か
け
は
次
女
の
言
葉

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
は
マ
ル
チ
ー
ズ
の「
ル

ル
」で
す
。ル
ル
は
令
和
６
年
10
月
31
日
生

ま
れ
で
、７
年
５
月
23
日
に
わ
が
家
へ
や
っ

て
来
ま
し
た
。今
年
の
同
日
に
は
、１
年
目

の「
う
ち
の
子
記
念
日
」を
迎
え
ま
し
た
。

あ
る
日
、
動
物
好
き
な
次
女
が「
マ
ル

チ
ー
ズ
を
飼
い
た
い
」と
言
い
出
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
妻
が
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

の
サ
イ
ト
で
見
つ
け
た
の
が
ル
ル
で
し
た
。

真
っ
白
な
毛
と
く
り
く
り
し
た
目
を
見
た

瞬
間
、「
こ
の
子
だ
」と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、子
ど
も
た
ち
に
は
内
緒
で
妻
と
岡

山
県
ま
で
ル
ル
を
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。帰

宅
し
て
初
め
て
ル
ル
と

対
面
し
た
時
、
長
女
は

喜
び
を
照
れ
隠
し
し
、

次
女
は
半
信
半
疑
に

な
り
な
が
ら
も
大
喜
び

で
し
た
。
小
さ
な
体
で

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
歩
く

姿
は
、
ま
る
で
ぬ
い
ぐ

る
み
の
よ
う
で
、
そ
の

日
か
ら
ル
ル
は
一
気
に

わ
が
家
の
中
心
的
存
在

に
な
り
ま
し
た
。

鳥 取 県 支 部 松
ま つ

原
ば ら

 匠
しょう

希
き

 さん

わが家の
アイドル

ルル
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とってお
きの場所

愛車と音楽

つ
い
に
８
代
目
！

幼
い
頃
か
ら
変
わ
ら
ず
好
き
な
も
の
が
、

私
に
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
車
。
ス
ー
パ
ー
カ
ー
ブ
ー
ム
に

胸
を
躍
ら
せ
、い
つ
か
自
分
も
好
き
な
車
に

乗
り
た
い
と
い
う
夢
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

18
歳
に
な
り
す
ぐ
に
車
の
免
許
を
取
得

し
た
も
の
の
、公
共
交
通
機
関
が
発
達
し
た

東
京
で
就
職
し
た
た
め
、残
念
な
が
ら
３
年

間
は
車
と
は
縁
の
な
い
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
。

新
潟
に
戻
り
家
業
の
建
具
の
仕
事
を
手

伝
い
始
め
る
と
、い
よ
い
よ
マ
イ
カ
ー
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ト
ヨ
タ
の
ス
タ
ー

レ
ッ
ト
に
始
ま
り
、
ホ
ン
ダ
の
ア
コ
ー
ド
、

オ
デ
ッ
セ
イ
。
気
に
な
っ

て
い
た
イ
ギ
リ
ス
車
な
ど

の
外
車
に
も
手
を
広
げ
て
、

ミ
ニ
ク
ー
パ
ー
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、

ジ
ャ
ガ
ー
、
レ
ン
ジ
ロ
ー

バ
ー
。そ
し
て
今
は
、こ
の

40
年
間
で
８
代
目
と
な
る

ス
バ
ル
の
Ｂ
Ｒ
Ｚ
に
乗
っ

て
い
ま
す
。

特
別
な
時
間
と
空
間

家
族
は
私
の
車
遍
歴
や
ス
ピ
ー
カ
ー
へ
の

こ
だ
わ
り
に
呆
れ
、半
ば
あ
き
ら
め
て
い
た
よ

う
で
す
。娘
た
ち
が
小
さ
い
頃
は
２
年
に
１

度
く
ら
い
、愛
車
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
連

れ
て
行
き
ま
し
た
。長
年
外
車
に
乗
っ
て
い

た
せ
い
か
、三
女
は
免
許
を
取
る
と
ミ
ニ
ク
ー

パ
ー
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
娘
た
ち
も
５

年
ほ
ど
前
、そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
新
し
い
人
生

を
歩
み
始
め
ま
し
た
。親
と
し
て
の
役
目
が

ひ
と
区
切
り
つ
い
た
今
、私
に
は
以
前
に
も
増

し
て
車
に
乗
る
時
間
が
大
切
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
車
は
、た
だ
移
動
す
る
た
め

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。好
き
な
音
楽
と

と
も
に
、自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
特
別
な
空

間
で
す
。大
好
き
な
車
に
乗
り
、春
は
満
開

の
桜
を
眺
め
、夏
は
海
へ
向
か
い
、秋
は
色

づ
く
景
色
を
楽
し
み
、冬
に
は
澄
ん
だ
空
気

を
感
じ
な
が
ら
走
る
。四
季
折
々
の
風
景
の

中
で
好
き
な
音
楽
に
耳
を
傾
け
て
い
る
と
、

心
が
自
然
と
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
私
に
と
っ
て
の「
と
っ
て
お
き
の

場
所
」で
す
。

【
文
：
本
人
／
協
力
：
坂
本 

忍 

通
信
員
】

好
き
な
こ
と
の
融
合

も
う
１
つ
は
音
楽
で
す
。１
９
８
０
年
代

の
松
田
聖
子
や
中
森
明
菜
な
ど
の
ア
イ
ド

ル
ブ
ー
ム
を
き
っ
か
け
に
音
楽
の
魅
力
に

惹
か
れ
、今
は
邦
楽
か
ら
洋
楽
ま
で
あ
ら
ゆ

る
ジ
ャ
ン
ル
を
聴
い
て
い
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
楽
し
み
が
、車
を
持
つ
こ
と

に
よ
り
１
つ
に
な
り
ま
し
た
。好
き
な
音
楽

を
聴
き
な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ
す
る
。音
質
に
も

こ
だ
わ
り
、カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
に
納
得
い
か

な
け
れ
ば
社
外
品
を
取
り
寄
せ
て
、
60
～

70
万
円
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す（
だ
か
ら

い
つ
も
金
欠
で
す
）。
ス
ピ
ー
カ
ー
が
徐
々

に
車
に
馴
染
ん
で
、音
が
良
く
な
っ
て
い
く

の
も
楽
し
い
で
す
。

新 潟 県 支 部 坂
さ か

井
い

 淳
あつし

さん
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外耳や中耳を経て
周囲の音が内耳に伝わる。

蝸牛にある有毛細胞が
音を電気信号に変換する。

電気信号が脳に伝わり、
脳が音として認識する。

中
建
国
保
の

本部保健師　福田 那美

ヘッヘッドドホンホン難難聴聴
についについて知ろうて知ろう

～好きな音をずっと楽しむために～～好きな音をずっと楽しむために～

耳の働き耳の働き

チェックリストチェックリスト

組織が約２万個も集まっています。
この有毛細胞が外から取り入れた音の振動を１つずつ電気信号に変換して、脳に伝える役割をして 

います。その電気信号を脳が集め、言葉や音と判断することで、私たちは音を聞くことができます。

いますか？
私たちにとってヘッドホンやイヤホンは、周囲を気にせず音楽や動画を楽しむことができ、生活に

欠かせない存在となっています。
しかし、ヘッドホンやイヤホンを長時間使用したり、大音量で聞いたりすることは、気がつかない

うちに耳に大きな負担をかけています。この習慣の積み重ねにより、何年もかけてゆっくりと聞こえ
にくくなっていきます。これを「ヘッドホン（イヤホン）難聴」（以下、ヘッドホン難聴）と言います。

今回は耳の働きとヘッドホン難聴、耳の健康を保つ方法についてお伝えします。

皆さんは音楽や動画を視聴するとき、ヘッドホンやイヤホンを使用して 

聞こえにくさは気づかない人も多いため、耳のチェックリストであてはまる 
ものがいくつあるか確認してみましょう。

□□ 会話中に聞き返すことが増えた
□□ 後ろから呼びかけられても、気がつかないことがある
□□ １日１時間以上ヘッドホンやイヤホンを使っている
□□ ヘッドホンやイヤホンを使用後、耳鳴りやめまいがする
□□ ヘッドホンやイヤホンを寝る直前まで使っている
□□ �話し声やテレビの音量などが大きいと周りの人から言われたことがある

耳は外耳・中耳・内耳の３つの部分に分かれており、それぞれ異なる働き
をしています。

外耳は周りの音を集める、中耳は音を増幅させて内部に伝える、内耳は
それらを電気信号に変えて脳に伝える役割があります。

さらに内耳の中には蝸
か

牛
ぎゅう

という場所があり、そこには「有毛細胞」という

有毛細胞

中建国保だより　令和８年９月１日発行　第三種郵便物認可
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ヘッドホン難聴とは正式には「音響性難聴」と言います。
主な原因は、長時間の使用や大音量による音の振動によって有毛細胞が 

傷ついて壊れてしまうことです。有毛細胞はとても繊細で、１度壊れて 
しまうと現在の医療技術で元に戻すことは困難です。高音域が聞こえにくく 
なり、耳が詰まる感じや耳鳴りがする等、症状が進行すると日常生活に影響 
が出てきます。

そのため、症状が出る前からヘッドホンやイヤホンを正しく使用する 
ことや、耳の健康に気をつけるセルフケアが重要です。

耳の健康を保つ方法として、以下を実施することが大切です。チェック 
リストで０～３個しか当てはまらなかった方も聴力保護のため、ぜひ続けて 
いきましょう。

ヘッドホンやイヤホンを使用すると、好きな音をいつでも聞けるため 
とても便利です。また、オンラインでの会議や授業などが増加し、使用する
機会も多くなりました。

色々な音を長く楽しむためにも、耳に優しい使い方をしていきましょう。
また、聞こえ方が気になったり、周りから「今までと違う …」と言われた時
には、耳鼻咽喉科のある医療機関を受診してください。

また、病院受診に関するお悩みや症状についての疑問は、中建国保の健康 
相談室（0120- １

イイ
3
耳
3２

に
-6
朗
4
報
）をぜひご利用ください。

ヘッドホンヘッドホン
難聴とは？難聴とは？

耳の健康を耳の健康を
保つ方法保つ方法

保健師保健師
よりより

０～１個➡�現在の聞こえ方に問題はなさそうです。以下の「耳の健康を保つ方法」を続けていきましょう。
２～３個➡�生活をしている中で聞こえづらさなどを感じているかもしれません。症状が気になる場合は耳鼻咽喉科に

相談してみましょう。
４個以上➡聴力に問題がある可能性があります。耳鼻咽喉科で相談しましょう。

※音の大きさのことをd
デシベル

Bと呼ばれる単位で表します。
０dBから始まり、数値が大きくなるほど大きい音のことを示しています。

普段の話し声が大体60dBと言われており、75dBの目安は掃除機の音です。
80dBは救急車の音や電車の車内、騒々しい街中等の音となります。

耳の保護 耳の休息

音量を大人は 
80dB※未満、 
若年者（15歳～ 
34歳）は75dB 
未満にする。

音楽機器は１日
５時間以上
使用しないよう
にする。

騒音下でも音量を上
げずに済むよう、遮音
性の高い機能（ノイズ
キャンセリング）が付
いたものを使用する。

音楽機器の連続使用
を１時間程度にし、
10分ほど耳の休憩
をはさむ。

ウォーキング
などの適度な
運動をする。

十分な睡眠をとる。

中建国保だより　令和８年９月１日発行　第三種郵便物認可

11



ご
り
け
ん

ご
り
け
ん

国
保
だ
よ
り
令
和
６
年
５
月
号
か
ら
、ご
り
け
ん
ク
ッ

キ
ン
グ
で
紹
介
す
る
レ
シ
ピ
と
し
て「
行
事
飯め
し
」ま
た
は

「
副
菜
レ
シ
ピ
～
メ
イ
ン
+
も
う
一
品
」を
募
集
し
て

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
投
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は「
副
菜
レ
シ
ピ
～
メ
イ
ン
+
も
う
一
品
」で

投
稿
い
た
だ
い
た
レ
シ
ピ
の
中
か
ら
、こ
れ
ま
で
紹
介
で
き

な
か
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ぶ
り
マ
ヨ
照
り
焼
き

秋
田
・
二
木
さ
ん

❶ �

ぶ
り
に
塩
を
ふ
り
10
～
15
分
、冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
く
。

❷ �

フ
ラ
イ
パ
ン
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
入
れ
て
中
火
で
２
分
、

次
に
し
め
じ
を
入
れ
て
３
分
焼
く
。

❸ �

②
に
ぶ
り
を
入
れ
て
５
分
焼
き
、

醤
油
、み
り
ん
、酒
を
入
れ
て
煮
詰
め
る
。

❹ �

③
に
砂
糖
を
少
々
絡
め
、小
ね
ぎ
を
散
ら
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
外
食
が
で
き
な
い
時
、友
達
と
の

家
飲
み
や
酒
の
肴
に
作
っ
て
大
好
評
で
し
た
♪

キ
ャ
ベ
ツ
の
さ
っ
ぱ
り
梅
あ
え

千
葉
・
た
い
や
き
さ
ん

❶ ��

キ
ャ
ベ
ツ
を
一
口
大
に
切
る
。

❷ ��

ざ
る
に
入
れ
て
熱
湯
を
回
し
か
け
、水
気
を
切
る
。

❸ ��

種
を
取
り
除
い
た
梅
干
し
、め
ん
つ
ゆ
と
和
え
る
。

ア
レ
ン
ジ
と
し
て
、油
揚
げ
や
ツ
ナ
、か
つ
お
ぶ
し
等
も

入
れ
る
と
タ
ン
パ
ク
質
が
加
わ
り
、栄
養
も
ア
ッ
プ

 ！！ 

“
味
変
”で
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
少
し
足
し
て
も
良
い
で
す
。

メ
イ
ン
は
肉
で
も
魚
で
も
何
で
も
合
い
ま
す
。

か
ら
あ
げ
、煮
魚
、と
ん
か
つ
…
。サ
ッ
パ
リ

し
て
い
る
の
で
、箸
休
め
に
ピ
ッ
タ
リ
。

忙
し
い
時
に
さ
さ
っ
と
作
れ
る
の
で
、

我
が
家
で
は
よ
く
登
場
す
る
副
菜
で
す
。

柿
納
豆

山
口
・
の
ん
こ
さ
ん

❶ ��

柿
の
皮
を
剥
い
て
種
を
取
り
、み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

❷ ��

納
豆
１
パ
ッ
ク
に
柿
を
入
れ
て
混
ぜ
、納
豆
に
つ
い
て

い
る
タ
レ
ま
た
は
醤
油
を
少
し
入
れ
て
、ご
飯
に
の
せ
る
。

母
が
東
北
の
家
に
嫁
い
だ
時
、

自
分
だ
け
納
豆
が
食
べ
ら
れ
ず
、

ど
う
に
か
納
豆
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
ろ
う
と
頑
張
っ
て
工
夫
し
た
も
の
で
す
。

一
見「
え
っ

 ！？
」と
思
い
ま
す
が
食
べ
て

も
ら
っ
た
人
に
は
美
味
し
い
と
好
評
で
す
。

砂
ズ
リ
の
酢
づ
け福岡

建
設
・
ひ
な
だ
ん
ご
さ
ん

❶ �

酢
、砂
糖
、醤
油
、す
り
ご
ま
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

❷ �

し
ょ
う
が
を
千
切
り
に
し
て
①
に
つ
け
る
。

❸ ��

砂
ズ
リ
を
薄
く
切
っ
て
炒
め
、冷
ま
し
た
ら

①
に
つ
け
る
。

我
が
家
で
は
夏
は
エ
ア
コ
ン
の
中
で
過
ご
す
こ
と

も
多
い
の
で
、で
き
る
だ
け
し
ょ
う
が
を
食
べ
て
体

を
内
側
か
ら
温
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

カ
レ
ー
の
時
な
ど
福
神
漬
け
の
代
わ
り

に
食
べ
る
の
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

※�

砂
ズ
リ
…
砂
肝
の
こ
と
。鶏
な
ど
の
胃
の
一
部
。

さ
つ
ま
い
も
と
大
豆
の
甘
が
ら
め

愛
知
・
た
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん

❶ ��

さ
つ
ま
い
も
は
一
口
大
に
切
り
、水
に
さ
ら
す
。

❷ �

水
煮
大
豆
と
さ
つ
ま
い
も
に
片
栗
粉
を
ま
ぶ
す

（
袋
に
入
れ
て
振
る
の
も
オ
ス
ス
メ
）。

❸ �

砂
糖
、醤
油
、水
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

❹ ��

大
豆
と
さ
つ
ま
い
も
を
サ
ラ
ダ
油
で
揚
げ
焼
き
、

③
と
絡
め
る
。

学
校
の
給
食
で
出
る
ら
し
い
の
で
、息
子
の
証
言

を
も
と
に
再
現
し
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
さ
つ
ま

い
も
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

ごりけん
クッキング

～ 前 編 ～

番外編
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野
菜
た
っ
ぷ
り
サ
ラ
ダ山口

・
さ
く
ら
さ
ん

❶ ��

ゴ
ー
ヤ
を
輪
切
り
に
細
く
切
り
、塩
ゆ
で
す
る
。

❷ ��

卵
を
ゆ
で
て
、殻
を
剥
き
カ
ッ
ト
す
る
。

❸ ���

ボ
ウ
ル
に
①
と
②
を
入
れ
て
、切
っ
た
ミ
ニ

ト
マ
ト
、ツ
ナ
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
ス
プ
ラ
ウ
ト

を
加
え
て
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
和
え
る
。

ゴ
ー
ヤ
が
大
好
き
な
の
で
、

夏
に
ゴ
ー
ヤ
を
使
っ
て

料
理
す
る
の
が
好
き
で
す

 ！！

大
根
餅

鹿
児
島
・
お
で
マ
マ
さ
ん

❶ ��

大
根（
小
）１
本
を
す
り
お
ろ
し
て
水
切
り
し
、

片
栗
粉
と
小
麦
粉
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

❷ ��

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
引
い
て
、両
面
焼
く
。

❸ ��

同
じ
フ
ラ
イ
パ
ン
で
、み
り
ん
、醤
油
、酒
、

砂
糖
で
ソ
ー
ス
を
作
り
、絡
め
る
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
畑
で
と
れ
た
大
根
を
使
っ
て
、

体
の
リ
セ
ッ
ト
の
た
め
に
と
レ
シ
ピ
を
考
え
ま
し
た
。

他
に
は
大
根
ス
テ
ー
キ
、雪
見
鍋
、ス
テ
ィ
ッ
ク

に
し
て
フ
ラ
イ
等

に
し
て
い
ま
す
。

お
い
も
の
サ
ラ
ダ

愛
知
・
さ
あ
こ
さ
ん

❶ �

さ
つ
ま
い
も
と
じ
ゃ
が
い
も
を

小
さ
め
の
一
口
大
に
切
り
、

５
分
ほ
ど
水
に
さ
ら
す
。

❷ ��

水
気
を
切
っ
た
ら
耐
熱
容
器

に
入
れ
、ラ
ッ
プ
を
し
て

電
子
レ
ン
ジ
6
0
0
W
で

５
分
加
熱
す
る
。

❸ ��

②
の
粗
熱
を
と
り
ツ
ナ
を
加
え
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、塩
こ
し
ょ
う
で

味
付
け
を
す
る
。

と
っ
て
も
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、

あ
と
何
か
１
つ
ほ
し
い
！

と
い
う
時
に
さ
っ
と
作
れ
て
、

子
ど
も
た
ち
も

大
好
き
な
副
菜

メ
ニ
ュ
ー
で
す
！

掲
載
で
き
な
か
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、

た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

次
回
は「
行
事
飯
」の
投
稿
を

紹
介
す
る
予
定
で
す
。

初めて小
しょう

豆
ど

島
しま

の
二十四の瞳映画
村に行きました。
昭和の雰囲気や
瀬戸内海の波音
が心を癒やして
くれました。お花
畑はコスモスが
満開でした。

令和８年度
国保組合
補助金
について
・  令和８年度から 

開始となる 
「子ども・子育て
支援金制度」 
について

表紙写真 「  二
に

十
じ ゅ う

四
し

の瞳
ひ と み

映画村」香川県小
しょう

豆
ず

郡
ぐん

［写真提供］ 愛知県支部：位
い ん

田
で ん

 仁
ひ と

美
み

 さん

昭和57年１月13日第三種郵便物認可　令和７年11月１日（毎月１回１日発行）第580号
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１
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50
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購
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料
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和
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月

号
 

第
580

号

令和７年
か て い 版

11月号

令和９年度�
予算要求運動が�
始まります！
令和８年８月より�
高額療養費制度が見直し�
となります

豊英大滝は君津市内に30ヵ所 
ある滝の中でも人気スポット
で、幅は20m、落差は約7.5m
と2.5mの２段式の構造です。 
滝つぼで泳ぐことができるほか、 
下段は「天然のウォータースライ 
ダー」とも言われている緩やか
な斜面があり、夏場になると子
どもたちのにぎやかな声が響き
渡ります。

表紙写真

「��豊
と よ

英
ふ さ

大滝」�
千葉県君

きみ

津
つ

市

［写真提供］

千葉土建支部：上
うえ

原
はら

�瑠
る

衣
い

�さん

昭和57年１月13日第三種郵便物認可　令和８年７月１日（毎月１回１日発行）第588号
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和
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年
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行

　
第

三
種

郵
便

物
認

可
発

行
所

：
中

央
建

設
国

民
健

康
保

険
組

合
　

発
行

人
：

岩
舘

  高
志

〒
171 -0014　

東
京

都
豊

島
区

池
袋

2 -16 -13　
電

話
：

03 -6709 -2929（
代

）　
定

価
：

１
部

50
円（

組
合

員
の

購
読

料
は

保
険

料
に

含
む

）　

令
和

８
年

７
月

号
 

第
588

号

令和８年
かてい版

7月号

中建国保だより
表紙写真を�募集します！作品サイズ

【写　　真】プリントしたカラー写真（タテ型希望）

応募の決まり
１．�未発表の自作に限ります。
２．�応募の際には以下の内容を記入したメモ等を 

同封してください。 
・ 記号番号、氏名、住所 
・ 撮影した場所　　・ 解説、概要等

３．�応募作品の著作権は中建国保の所有といたします。 
また、機関紙以外への掲載あるいは展示等をする 
場合があります。

４．�応募作品は原則として返却しません。

あて先
〒171-0014　東京都豊島区池袋2-16-13 
中央建設国保組合「夏・秋の写真募集」係 
※応募は随時受け付けます。

記念品
決まりどおりにご応募いただいた方には、
ごりけんQUOカード1,000円分を 
年度内１回プレゼントします。

作品イメージ

募 集 要 項

夏真っ盛りのひまわり、賑わう夏祭り、海辺の景色、色鮮やか 
な紅葉など、あなたの自慢の写真をお送りください。ただし、 
ピントの合っていない写真や画質の粗い写真、家族・仲間 
同士のスナップなど、当組合で掲載が難しいと判断したもの 
については、写真を返却させていただきます。また、謝礼の
送付をお断りする場合があります。

募集テーマ：夏・秋

季節の写真と
あわせて、
読者に紹介

したい素敵な
風景の写真も、
随時募集して

います！

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。応募された方は、ホームページ上に 
「所属支部名」「氏名」等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。
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『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載しています。応募された方は、ホームページ上
に「所属支部名」「氏名」等が掲載されることに同意したものとさせていただきます。

１．�涼しくなる秋に向けて、どのように体調を整えますか？
２．�健康のために毎日食べているものを教えて♪
３．わが家の近況　など

テ
ー
マ

〒171-0014　東京都豊島区池袋2-16-13
中央建設国保組合「みんなの広場」係宛先

「みんなの広場」欄に掲載された方には、中建国保�
オリジナルのごりけんQUOカードをプレゼントします。

お便りを
お待ちして
います！

締め切り
令和８年
10月９日
（消印有効）

下の３つのテーマいずれかについて、 
ご意見・ご感想、また、あなたの近況・体験談 
などを、ハガキまたは封書でお送りください。

資格確認書または
資格情報のお知ら
せで記号番号を確
認できます。

応募の際には
記号番号の記入を

忘れないでね！

吉
本 

佳
代（
高
知
・
家
族
）

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
が
、不
思
議

な
く
ら
い
私
た
ち
夫
婦
は
夏
バ
テ
し
ま
せ

ん
。
食
欲
も
落
ち
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
だ

ろ
う
。少
し
は
食
欲
が
落
ち
て
体
重
が
減

れ
ば
い
い
の
に
…
。

芋
岡 

豊
子（
徳
島
・
組
合
員
）

久
し
ぶ
り
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に

取
り
組
み
ま
し
た
。楽
し
め
ま
し
た
し
、脳

の
活
性
化
に
も
な
り
ま
し
た
。中
建
国
保

だ
よ
り
７
月
号
の「
わ
た
し
の
健
康
法
」や

「
み
ん
な
の
広
場
」は
、元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
で

す
ネ
。私
も
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
木 

順
子（
秋
田
・
家
族
）

３
年
前
に
息
子
夫
婦
か
ら
誕
生
日
祝

い
に
も
ら
っ
た
、
ア
ナ
ベ
ル
と
い
う
あ
じ

さ
い
の
鉢
植
え
。植
え
替
え
し
て
今
で
は

花
の
直
径
が
30
セ
ン
チ
に
も
な
り
ま
し

た
。ア
ナ
ベ
ル
の
生
命
力
に
ビ
ッ
ク
リ
！

雑
賀 

幸
恵（
和
歌
山
・
家
族
）

中
建
国
保
だ
よ
り
７
月
号
で
紹
介
さ

れ
て
い
た「
ア
イ
フ
レ
イ
ル
」、
知
ら
な

か
っ
た
で
す
💦
63
歳
、ま
だ
ま
だ
先
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
気
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
♡

みんな
の
広場

櫻
庭 

亜
希
子（
秋
田
・
家
族
）

今
年
の
夏
は
、と
に
か
く
涼
ん
で
快
適

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
い
で
す
。

エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
部
屋
で
足
の
裏
を

マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
健
康
を
保
と

う
と
思
い
ま
す
。日
課
に
し
て
い
ま
す
。

吉
川 

達
彦（
愛
知
・
組
合
員
）

今
年
の
夏
は
つ
い
に“
ソ
ロ
キ
ャ
ン
”

デ
ビ
ュ
ー
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
少
し
ず
つ
い
ろ
い
ろ
な
用
具
を
そ

ろ
え
、
着
々
と
準
備
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
楽
し
み
な
の
は
料
理
で
す
。米
か
ら
炊

い
た
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
作
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

濵 

京
子（
千
葉
土
建
・
家
族
）

中
建
国
保
だ
よ
り
７
月
号「
わ
た
し
の

健
康
法
」で
は
、
福
田
幸
子
さ
ん
の
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
お
写
真
が
す
て
き
で
し
た
。

笑
い
声
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
、こ

ち
ら
ま
で
元
気
に
な
り
ま
す
。私
も
小
田

和
正
さ
ん
の
歌
が
好
き
で
す
。コ
ン
サ
ー

ト
に
行
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

江
崎
　
靜
香（
福
岡
・
家
族
）

主
人
の
年
齢
が
も
う
す
ぐ
75
歳
と
な

る
た
め「
み
ん
な
の
広
場
」に
投
稿
す
る

の
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
。今
ま
で
３
回

ほ
ど
載
せ
て
い
た
だ
き
、ク
オ
カ
ー
ド
も

い
た
だ
い
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。な
ん
だ
か
さ
び
し
い
で
す
。

渡
辺 

シ
ヅ
エ（
福
島
・
家
族
）

暑
さ
、寒
さ
に
負
け
ず
わ
が
家
の
庭
先

で
年
々
成
長
し
て
く
れ
て
い
る「
セ
ン
ベ

ル
ビ
ウ
ム
」に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
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問題 「ヨコのカギ」「タテのカギ」を解いて、A 〜 Eの 
文字を順につなぐと、ひとつの言葉ができます。 
それが答えです。

ちゅうけん パズルクロスワード

美しいコスモス。「大波斯菊（オオハルシャギク）」
という別名もあります。ヒント

ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

  おめでとう！
クロスワードパズル当選者発表

隅　えみ子
照井　佳子
佐々木順子
酒井　賢二
田﨑　詠子
髙野　和子
川島　　凜
渡辺　知彦
淡路　利男
田邉　　茂
尾作　光功
阿部　洋子
竹森　政和
吉田　弘美
清水　裕介
中村　正枝
田中　　豊
赤塚　収古
伊藤　彰規
久木　　明

青森県支部

岩手県支部

秋田県支部

福島県支部

茨城県支部

茨城県支部

栃木県支部

群馬県支部

群馬県支部

千葉土建支部

東京都支部

東京都支部

石川県支部

福井県支部

福井県支部

静岡県支部

愛知県支部

愛知県支部

愛知県支部

滋賀県支部

川﨑　夢來
大杉美予子
大石平茂和
中田　邦彦
松村　秀治
吉澤　晶代
石山　幸男
吉本　米雄
白石　優子
安井　敬三
上藤　勇二
森木　佐智
藤井　崚平
吉田　　登
久間　幸生
中村　裕嗣
池島　裕二
佐藤由美子
松成　憲二
内田　翔太

滋賀県支部

奈良建築支部

和歌山県支部

島根県支部

山口県支部

山口県支部

徳島県支部

徳島県支部

愛媛県支部

愛媛県支部

愛媛県支部

高知県支部

福岡県支部

福岡建設支部

福岡建設支部

福岡建設支部

大分県支部

大分県支部

大分県支部

鹿児島県支部

ウミノイエ７月号
の答え

ハガキまたは封書でクイズの答え
と住所、氏名、記号番号を明記して�
ご応募ください。

応募

令和８年10月９日�
（消印有効）締切

〒171-0014�
東京都豊島区池袋2-16-13�
中央建設国保組合�
「クロスワードパズル」係

宛先

クイズの正解者の中から、
抽選で40名の方に、
中建国保オリジナルの
ごりけんQUOカードをプレゼントします。

正解者にQUOカードをプレゼント

みんなの
広場への投稿
もお待ちして

います

1 2 3 4

E

5

6 7

C

8 9 10 11

12

13 14 15 16

17

A

18

19 20 21

B

22

23

D

24

桃栗三年○○八年。
天の川の東にあり、 
首星はアルタイルです。
オシャレでかけるダテ○○○。
コーヒーがメインのお店。

『寿限無』や『目黒のさんま』など。
切ったカボチャに○○○をつけて 
天ぷらに。
ライス、南蛮、ナゲット。

婚姻○○○を提出して夫婦になりました。
映画界。○○○○のスター。
いわゆる床屋さん。
京都の○○○○寺は 
紅葉スポットの１つ。
イソップ物語『○○とキリギリス』。
巨峰は大きめで、 
デラウェアは小さめです。
○○の節句=重陽の節句。
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季節の○○○○は 
体調を崩しやすいですね。
子どもの運動会、これで勇姿を撮影。
将棋のプロ。女流○○。
演奏しながらパラリとめくります。

「雑魚寝」は何と読むでしょう？
佐渡を除く、 
新潟県全域に相当する旧国名。
観客の○○○を抜く演出。

四字熟語「○○○応変」。
回数、商品、整理。
ハワイのお土産に○○○シャツを購入。
300年以上続く 

「岸和田だんじり○○○」。
お団子やススキ、 
収穫物をお供えします。
福岡県は九州の○○○に位置します。
英語で言うと「スターダスト」です。
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解答欄 A B C D E

『中建国保だより』は当組合ホームページに掲載されています。�
応募された方は、ホームページ上に「所属支部名」「氏名」等が�
掲載されることに同意したものとさせていただきます。

クロスワードパズルや他の募集要項に応募された方の個人情報
は、本紙への掲載、プレゼント・記念品の抽選、発送のためにのみ�
使用し、当組合が厳格に管理して、第三者への提供は行いません。

　　　抽選で40名の方に

資格確認書または
資格情報のお知らせで
記号番号を確認できます。

応募の際には
記号番号の記入を
忘れないでね！

中建国保だより　令和８年９月１日発行　第三種郵便物認可
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通
っ
て
い
ま
す
。陸
上
は
体
力
づ
く
り
や
仲
間

と
の
協
調
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
始
め
ま
し

た
。お
絵
か
き
教
室
で
は
、マ
ジ
ッ
ク
や
ペ
ン
、

絵
の
具
を
使
用
し
て
自
分
が
思
う
よ
う
に
絵
を

描
い
て
い
ま
す
。作
品
は
家
に
も
飾
っ
て
あ
り
、

家
族
の
宝
物
で
す
。段
々
と
上
達
し
て
い
く
様

子
や
、挫
折
を
味
わ
い
な
が
ら
も
前
へ
進
も
う

と
努
力
す
る
姿
を
見
る
と
、そ
れ
ら
が
子
ど
も

た
ち
の
財
産
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
長
女
は
け
ん
玉
に
夢
中
で
す
。
き
っ

か
け
は
学
童
保
育
で
友
達
と
始
め
た
こ
と
で
、

い
つ
も
真
剣
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。私
は
子

ど
も
の
頃
に
や
っ
て
い
た
野
球
を
一
緒
に
楽
し

み
た
い
の
で
す
が
、
拒
否
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
一
緒
に
で
き
る

日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
時
間

子
育
て
は
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
大

変
さ
や
葛
藤
の
連
続
で
す
が
、そ
れ
以
上
に「
成

長
の
喜
び
」や「
無
償
の
愛
情
」な
ど
、人
生
を

豊
か
に
し
て
く
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
経
験
を

与
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
と
一
緒
に
い
る
と
忍
耐
が
必
要
で
、

自
己
犠
牲
も
伴
う
も
の
の
、親
自
身
の
人
間
的

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

私
は
栃
木
県
支
部
栃
木
出
張
所
に
所
属
し
、

大
工
と
し
て
木
造
住
宅
の
新
築
工
事
を
し
て
い

ま
す
。

さ
っ
そ
く
で
す
が
、わ
が
家
の
お
姫
さ
ま
達

を
紹
介
し
ま
す
。長
女
の
笑
利
奈（
８
歳
）と
、

次
女
の
心
鈴（
５
歳
）で
す
。今
と
な
っ
て
は
懐

か
し
い
で
す
が
、長
女
が
誕
生
し
た
時
は
、こ
れ

か
ら
父
親
に
な
る
と
い
う
何
と
も
言
え
な
い
興

奮
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。次
女
が
生
ま

れ
た
時
は
、
家
族
が
増
え
た
喜
び
に
加
え
、長

女
が
赤
ち
ゃ
ん
を
見
な
が
ら
嬉
し
そ
う
に
し
て

い
る
顔
を
見
て
、安
心
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

経
験
は
財
産

現
在
は
姉
妹
で
陸
上
と
お
絵
か
き
の
教
室
に

な
成
長
や
新
し
い
価
値
観
を
も
た
ら
す
貴
重
な

経
験
が
で
き
ま
す
。多
く
の
人
が
子
育
て
を
通

じ
て
、他
者
へ
の
無
条
件
の
愛
や
物
事
を
柔
軟

に
受
け
入
れ
る
力
、そ
し
て「
今
こ
の
瞬
間
」を

大
切
に
す
る
姿
勢
を
学
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
り
社
会
へ
羽
ば
た

く
時
に
は
、ど
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
我
々
大
人
は
、
今
後
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
過
ご
し
や
す
く
生
き
や
す
い
よ
う

に
環
境
を
整
え
、
良
き
理
解
者
と
な
り
、
教
育

や
指
導
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

私
も
、父
親
と
し
て
ま
だ
８
歳
で
す
！
こ
れ

か
ら
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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